
③　建設候補地の評価

優先候補地の決定から概ね８年程度 優先候補地の決定から概ね８年程度 優先候補地の決定から概ね５年程度 優先候補地の決定から概ね４年程度

開校予定年度：令和16年度 開校予定年度：令和16年度 開校予定年度：令和13年度 開校予定年度：令和12年度

①36.2％（96人/265人） ①47.5％（126人/265人） ①32.4％（86人/265人） ①80.8％（214人/265人）

②3台 ②4台 ②3台 ②7台

③45,000千円/年 ③60,000千円/年 ③45,000千円/年 ③105,000千円/年

※令和13年度生徒見込数（320人） ※令和12年度生徒見込数（349人）

➀インフラ整備が容易であるか

②土地規制の許可が容易であるか。

概算工事費（千円） 概算工事費                5,838,000千円 概算工事費                5,832,000千円 概算工事費                5,351,000千円 概算工事費                2,484,000千円

※解体工事費を含む。 ※長寿命化改修工事費を含まない。

◎ 5 ◎ 4 ◎ 6 ◎ 6

○ 2 ○ 3 ○ 3 ○ 1

△ 3 △ 3 △ 1 △ 3

　既存校舎を利用し、不足分を増築する現
松尾中学校案は優位性があるものの築37
年ほど経過しており、長寿命化改修の基準
とされる、築40年を迎えることも考慮する必
要がある。

①整備済みである
②手続きが不要である。

◎

①整備済みである
②手続きが不要である。

　総合運動公園付近案は、上下水道の整
備区域外であり浄化槽等の設備費用が増
加する。
　現西根中学校案と現松尾中学校案は、学
校敷地内でありインフラ整備や土地規制等
の許可が不要である。

10 概算工事費 △ △ ○ ◎
※右折レーン工事費及び上下水道
　 整備費を含まない。

9
インフラ整
備や土地規
制等

○

①用地造成が必要となる。
②開発許可、農振解除・農地転用等
　の手続きが必要となる。

△

①用地造成、上下水道の整備が必要
である。
②開発許可、農振解除・農地転用、
　林地開発の手続きが必要となる。 ◎

8 用地取得
用地取得が容易であるか。

○
地権者約10名
（うち相続有：約２名） ○

地権者約９名
（うち相続有：約２名・市外居住者：約2名） ◎

△

➀八幡平幹部交番：約1.3ｋｍ
　 八幡平消防署:約1.2ｋｍ
　 市立病院：約1.9ｋｍ
②学校運営への影響がなく、生徒へ
　の安全配慮の必要がない。

△

➀八幡平幹部交番：約1.5ｋｍ
　 八幡平消防署:約1.5ｋｍ
　 市立病院：約1.7ｋｍ
②学校運営への影響がある。十分な
　安全配慮ができない。

➀松尾駐在所：約1.9ｋｍ、
　消防署松尾出張所：約2.0ｋｍ
　東八幡平病院：約6.8ｋｍ
②学校運営への影響がある。十分な
　安全配慮ができない。

◎
市有地

　現西根中学校案、現松尾中学校案は、学
校敷地を利用するため、工事期間中の利
用制約や安全確保に注意が必要となる。
　
　

7
自然災害に
対しての安
全性

土砂災害等警戒区域や岩手山火山泥流区
域など自然災害に対して安全性が高い候
補地であるか。 △

岩手山火山泥流区域となっており、岩
手山が噴火した場合は地域防災計画
に基づき人的被害を防止するため警
戒避難体制の整備が必要となる可能
性がある。

　岩手山火山泥流や土砂災害に対しては
総合運動公園付近案が優位性がある。

◎

岩手山火山泥流や土砂災害に対して
安全性が高い。

○

敷地の一部が、土砂災害警戒区域と
なっているが、校舎建設予定地は区域
外であり対策を講ずる必要はない。 △

岩手山火山泥流区域となっており、岩
手山が噴火した場合には地域防災計
画に基づき人的被害を防止するため
警戒避難体制の整備が必要となる可
能性がある。

6
学校生活・
生徒の安全
確保

①学校生活における生徒の安全・安心の確
　保ができるか。
②工事期間中の学校運営への影響や生徒
　への安全配慮が可能であるか。 ◎

➀八幡平幹部交番：約0.5ｋｍ
　 八幡平消防署:約0.4ｋｍ
　 市立病院：約2.1ｋｍ
②学校運営への影響がなく、生徒へ
　の安全配慮の必要がない。

　現西根中学校案と現松尾中学校案は、市
有地であり用地取得が不要である。

市有地

◎

　市民センター西側案と現西根中学校案
は、生徒の多い大更地区に位置しているこ
とから優位性がある。
　現松尾中学校案は、スクールバスの利用
率が約80％と見込まれ、学校運営への支障
が懸念される。

5

通学路の確
保や送迎車
両のアクセ
ス

①徒歩・自転車の安全な通学路が確保でき
　負担が少ないか。
②主要道路からのアクセスが良好で送迎車
　両等の出入りが容易であるか。

◎

➀周辺道路には、歩道が整備されて
　いる。
➁車両等の出入りは容易である。 ○

➀周辺道路には、歩道が整備されて
　いる。
➁車両等の出入りを容易にするため、
　国道に右折レーンが必要となる可能
性が高い。

◎

➀周辺道路には、歩道が整備されて
　いる。
➁車両等の出入りは容易である。 ◎

➀周辺道路には、歩道が整備されて
　いる。
②車両等の出入りは容易である。

　総合運動公園付近案は、交差点警察協
議、道路管理者との協議によるが、交通解
析の結果、国道282号線に右折レーンが必
要になる可能性が高い。

4
スクールバ
ス利用生徒
数等

令和16年度生徒見込数（265人）で試算
①スクールバスの利用率・生徒数
②スクールバス運行見込み台数
　（乗車定員32人/台で試算）
③スクールバス維持管理費見込
　（維持費実績により試算：15,000千円/台）

◎ ○ ◎ △

　市民センター西側案、総合運動公園付近
案は、土地の状況（相続、権利設定）による
用地取得や地質調査の結果による地盤改
良の期間など、開校まで８年以上かかる可
能性がある。

3

学校周辺に
利用可能な
公共施設等
があるか

学校周辺に、部活動やスポ少等の利用可
能な公共施設があるか。また、放課後など
学校以外に生徒が保護者等の送迎を待つ
スペースは確保できるか。
①　利用可能な公共施設
②　送迎を待つスペースの確保

◎

①総合運動公園：約1.5ｋｍ

②西根地区市民センター：約0.2ｋｍ
◎

①総合運動公園：約0.6ｋｍ

②総合運動公園体育館：約0.6ｋｍ
◎

①総合運動公園：約2.2ｋｍ

②交流複合施設（８テラス）：約1.1ｋｍ
◎

①アリーナまつお、Ｂ＆Ｇ：約0.2ｋｍ

②松尾コミセン：約0.2ｋｍ

　いずれの候補地も利用可能な公共施設
が概ね2ｋｍ程度にある。

2
開校予定年
度

生徒数の減少により生じている教育や学校
運営上の諸問題を解決するとともに教育環
境の整備や教育の質の向上を図るため、早
期の開校が可能であるか。

△ △ ○ ◎

比較結果等

○

敷地面積：約39,000㎡
増築する校舎は、南向きだが南側に
既存校舎があるため、日照確保に一
部制約がある。

　４候補地とも十分な敷地面積の確保は可
能である。
　現松尾中学校案は、日照確保に一部制
約がある。

評価項目 評価内容等 １　市民センター西側 ２　総合運動公園付近 ３　現西根中学校 ４　現松尾中学校

1 建設用地

教育方針や総合計画等に柔軟に対応する
校舎等の配置が可能であり、良好な日照が
確保できるなど快適な教育環境を確保でき
るか。

◎

敷地面積：約40,000㎡
南東向きⅬ字型に校舎を配置計画す
るため良好な日照確保が可能。 ◎

敷地面積：約40,000㎡
南向きに校舎を配置計画するため良
好な日照確保が可能。 ◎

敷地面積：約50,000㎡
南東向きⅬ字型に校舎を配置計画す
るため良好な日照確保が可能。

資料１

1



 

 

 

現西根中学校　事業スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－４．現松尾中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 適地選定 策定中

2 基本計画

3 各種調査 測量調査、地質調査

4 用地買収 敷地内移転のため不要

5 造成基本設計・実施設計

6 開発許可申請（※要確認）
事前協議を含む（設計完了後、2～3ヶ月審査期間

が必要）

7 農振除外・農地転用手続き 敷地内移転のため不要

8 建築基本設計・実施設計 プロポーザル方式を想定

9 外構基本設計・実施設計 建築と一体でプロポーザル方式を想定

10 建築確認申請

11 既存校舎等撤去工事 開校後に実施

12 敷地造成工事 工事発注手続きを含む

13
建築工事（校舎新築・既存校舎撤

去）
工事発注手続きを含む

14 外構工事 工事発注手続きを含む

15 付帯工事（什器、備品等）

16 引越し・開校準備
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R11年度R10年度
工　　種 備　　考

R7年度 R8年度 R9年度 R12年度 R13年度
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●R13.4開校目標

事前協議含む

業者選定

業者選定

業者選定

業者選定

業者選定

業者選定
測量・地質調査

排水経路・流末調査

事前協議含む

業者選定

事前協議含む

業者選定

業者選定

1 適地選定 策定中

2 基本計画

3 各種調査 用地測量は、学校敷地外に拡大する場合必要

4 用地買収 不要（学校敷地外に拡大する場合必要）

5 造成基本設計・実施設計

6 開発許可申請（※要確認）
事前協議を含む（設計完了後、2～3ヶ月審査期間

が必要）

7 農振除外・農地転用手続き 不要（学校敷地外に拡大する場合必要）

8 建築基本設計・実施設計
プロポーザル方式を想定

（増築設計＋既存校舎の大規模改修設計）

9 外構基本設計・実施設計 建築と一体でプロポーザル方式を想定

10 建築確認申請

11 既存校舎等撤去工事 不要

12 敷地造成工事 工事発注手続きを含む

13 建築工事（校舎増築） 工事発注手続きを含む

14 建築工事（既存校舎大規模改修） 校舎増築工事と合わせて実施

15 外構工事 工事発注手続きを含む

16 付帯工事（什器、備品等）

17 引越し・開校準備

212 1 2 2 3 4 35 6 7 8 9 10 11 12 110 11 12 18 9
工　　種 備　　考

R7年度 R8年度

1 2 3 4 5 6 7 8 94 5 6 7 8 9 10 11 12 10 11

R12年度

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 12 1

R9年度

2 3 4 5 6 7

R10年度 R11年度

4 5 6 7 8 9 10 11

●R12.10開校目標

事前協議含む

測量・地質調査

排水経路・流末調査

業者選定

業者選定

業者選定

業者選定

事前協議含む

業者選定

事前協議含む

業者選定

業者選定

業者選定
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